
印刷：株式会社　明新社植物油インキで印刷しています。　

議案等の議決結果とその賛否（12月定例会） ○ : 賛成　× : 反対

件　　　名

議
　
決
　
結
　
果

会派名（一部略称） 無所属
公
　
明
　
党

日
本
共
産
党

自
民
党
・

無
所
属
の
会

自
由
民
主
党

新
世
の
会

日
本
維
新
の
会

山
出
　
哲
史

岡
本
　
誠
至

下
村
　
千
恵

松
石
　
聖
一

酒
井
　
孝
江

中
西
𠮷𠮷
𠮷
𠮷

　◆ 議　　案
予
　算

令和６年度一般会計補正予算（第７号）（修正部分を除く原案） 可決 全会一致
　　〃　　一般会計補正予算（第７号）（森田一成議員外３名提出の修正部分） 可決 ○ ○ × ○ ※２ ○ ○ ○ × × × ○
　　〃　　一般会計補正予算（第７号）（北村拓哉議員外５名提出の修正部分） 否決 × ○ × × × × × × × × × ×

条
　例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権·コミュニティセンター条例の制定（修正部分を除く原案）※１ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
人権·コミュニティセンター条例の制定（委員会による修正部分）※１ 可決 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
一時保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 可決 全会一致
印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 可決 全会一致
土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の廃止 可決 全会一致
地域ふれあい会館条例の一部改正 可決 全会一致
道路占用料に関する条例及び法定外公共物の管理に関する条例の一部改正 可決 全会一致
水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
格基準に関する条例の一部改正 可決 全会一致

そ
の
他

財産の処分（旧右京小学校土地） 同意 ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
委託契約の締結（京都線高の原駅付近高の原橋補修工事委託） 同意 全会一致
工事請負契約の一部変更（奥柳登美ヶ丘線街路改良工事） 同意 全会一致
訴えの提起 可決 全会一致
公の施設の指定管理者の指定（杉岡華邨書道美術館　外29件） 可決 全会一致
公の施設の指定管理者の指定（市営住宅及び共同施設、改良住宅等及び地区施
設、コミュニティ住宅及び共同施設） 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町
村総合事務組合規約の変更 可決 全会一致

財産の取得（ペットボトル圧縮機） 同意 全会一致
　◆ 議会選挙
奥山組合議会議員の選挙 当選 大西雅春氏・福井宏彰氏・吉井 次氏・中尾雅文氏・宮久保豊光氏

井岡　勝氏・松井一郎氏・北　昭文氏・山下基司氏・戸毛良尚氏が当選
　◆動　　議
自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書 可決 全会一致
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の潜在的な患者に対する適切な対応を求める意見書 可決 全会一致
日常生活用具給付等事業であるストーマ装具給付事業の改善に係る意見書 可決 全会一致
注：議長は採決に加わりません。　※１　修正前の件名は「コミュニティセンター条例の制定」　　※２　賛成３　反対１

（会派所属議員名）令和６年12月16日現在　　　
会　派　名 議員数 所　属　議　員　名

公 明 党 奈 良 市 議 会 議 員 団 ６ 宮池　　明 早田　哲朗 田畑日佐恵 九里　雄二 伊藤　　剛 森岡　弘之
日本共産党奈良市会議員団 ６ 山口　裕司 桝井　隆志 白川健太郎 山本　直子 井上　昌弘 北村　拓哉
自 民 党 ・ 無 所 属 の 会 ６ 横井　雄一 塚本　　勝 榎本　博一 岡田　浩徳 土田　敏朗 北　　良晃
自 由 民 主 党 ５ 森田　一成 道端　孝治 太田　晃司 八尾　俊宏 山本　憲宥
新 世 の 会 ４ 内藤　智司 樋口清二郎 鍵田美智子 阪本美知子
日 本 維 新 の 会 奈 良 市 議 団 ４ 大西　淳文 山岡　稔季 佐野　和則 栁田　昌孝
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奈良市議会　議会だより

費用は当初予算の51億円の枠組みで費用は当初予算の51億円の枠組みで
佐保小学校の新校舎早期建設を！

　市は佐保小と鼓阪小を再編して統合するための新
校舎建設事業費（約51億円）について、９月定例会
に引き続き事業費の増額を求める補正予算案を、市
議会の12月定例会で再び提出しました。
　これを受けて議会は、当初予算で成立している約
51億円の枠組みで、早期に新校舎を建設するよう求
めました。
　市は佐保小の建設コストを見直し、令和９年４月
の開校に間に合うよう、校舎建設を急ぐ考えです。

佐保小建設に関する経緯
市の対応 議会の議決

3月 51億円

入札不調

51億円

51億円 9億円

12億円

8月

9月

12月

可決

否決

否決

議場の設備が新しくなりました
　ＤＸの推進の一環として、12月定例会より議場のシステムを更新しました。
●電子採決で結果を分かりやすく表示
　採決の際、各議員が押しボタンにより賛否を示すシステムを導入し、議場内のモニターやスクリーン、
議会中継映像に結果が表示されるようになりました。
●議場にモニター、スクリーンを設置
　配信映像、議員が使用する資料、また採決結果等を表
示できるモニターやスクリーンを議場に設置しました。
●字幕やテロップの表示
　会議での発言がリアルタイムで字幕表示されるモニ
ターを傍聴席に設置すると共に、議会中継映像にも字幕
と発言者名や役職のテロップが表示されるようになりま
した。 議場に設置されたスクリーン　左上：議員席の押しボタン
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　市は佐保小と鼓阪小を再編して統合するための新
校舎建設事業費（約51億円）について、９月定例会
に引き続き事業費の増額を求める補正予算案を、市
議会の12月定例会で再び提出しました。
　これを受けて議会は、当初予算で成立している約
51億円の枠組みで、早期に新校舎を建設するよう求
めました。
　市は佐保小の建設コストを見直し、令和９年４月
の開校に間に合うよう、校舎建設を急ぐ考えです。

佐保小建設に関する経緯
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3月 51億円
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51億円

51億円 9億円
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12月
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奈　良　市　議　会　だ　よ　り 第 161 号令和7年2月1日（7）

委
員
長
　
　
横
　
井
　
雄
　
一

副
委
員
長
　
　
田
　
畑
　
日
佐
恵

委
　
　
員
　
　
榎
　
本
　
博
　
一

　
　
　
　
　
　
宮
　
池
　
　
　
明
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村
　
千
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山
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裕
　
司

　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
憲
　
宥

　
　
　
　
　
　
大
　
西
　
淳
　
文

　
　
　
　
　
　
松
　
石
　
聖
　
一

　
　
　
　
　
　
内
　
藤
　
智
　
司

　
　
　
　
　
　
北
　
村
　
拓
　
哉

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
11
人
の
委

員
で
構
成
す
る
補
正
予
算
等
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
補
正
予
算
等
特
別
委
員
会
は
12

月
５
日
に
正
副
委
員
長
の
互
選
と

資
料
要
求
を
行
い
、
11
日
に
６
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
け
る

佐
保
小
学
校
校
舎
建
設
事
業
に
係

る
部
分
に
つ
い
て
行
財
政
改
革
及

び
公
共
施
設
等
検
討
特
別
委
員
会

と
の
連
合
審
査
を
、
12
日
に
そ
の

他
の
議
案
に
つ
い
て
こ
の
委
員
会

で
質
疑
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
46

件
の
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
質
疑
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

ま
た
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
対
す
る
修
正
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
修
正
可
決
す
べ
き
も
の
、

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
原
案
、
修
正
案
共
に
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
も
同

意
し
な
い
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
43
件
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
項
目
、
意
見
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 

○
連
合
審
査
会
（
12
月
11
日
）

※
佐
保
小
校
舎
建
設
事
業
の
部
分

⃝
教
育
委
員
会
が
目
指
す
教
育
は

新
校
舎
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い

の
か

⃝
新
校
舎
の
増
額
予
算
の
財
源
と

９
月
か
ら
の
削
減
部
分

⃝
他
自
治
体
で
の
入
札
不
調
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

⃝
補
正
予
算
案
が
否
決
さ
れ
た
場

合
の
早
期
開
校
に
向
け
た
計
画

⃝
地
元
と
の
合
意
形
成
や
市
の
方

針
へ
の
理
解
の
広
が
り
の
感
触

⃝
仕
様
を
変
更
し
た
場
合
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
工
程

⃝
校
舎
整
備
方
針
は
全
体
計
画
を

明
ら
か
に
し
、
現
場
と
の
意
見

調
整
や
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
て
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

⃝
児
童
の
学
校
活
動
に
影
響
が
生

じ
て
い
る
現
状
の
改
善
の
た
め

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
す
べ
き

⃝
新
校
舎
の
設
計
に
関
す
る
地
域

住
民
と
の
意
見
交
換

⃝
電
気
設
備
等
へ
の
浸
水
対
策

⃝
代
表
質
問
に
お
け
る
教
育
大
綱

に
関
す
る
市
長
答
弁
の
整
合
性

⃝
市
内
に
営
業
所
が
な
い
事
業
所

が
建
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
際

の
法
人
税
や
事
業
所
税

⃝
設
計
事
業
者
に
建
設
費
の
上
限

額
を
伝
え
て
い
た
の
か

⃝
建
設
工
事
で
入
札
不
調
と
な
っ

た
場
合
の
通
常
の
対
応

⃝
な
ぜ
新
校
舎
の
機
能
や
内
容
を

教
育
委
員
会
の
会
議
で
協
議
し

て
い
な
い
の
か

⃝
予
算
審
議
の
際
に
新
校
舎
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
学
び
の
方
向
性
を

議
員
に
説
明
す
る
必
要
性

⃝
新
校
舎
建
設
と
鼓
阪
小
と
の
統

合
を
切
り
離
し
た
場
合
の
補
助

金
や
起
債
、
交
付
税
の
活
用

⃝
設
計
の
見
直
し
に
対
す
る
教
育

委
員
会
の
考
え

⃝
開
校
準
備
委
員
会
に
鼓
阪
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
参
加
し
て
い
な
い
状
況

か
ら
の
今
後
の
対
応

○
補
正
予
算
等
特
別
委
員
会

（
12
月
12
日
）

⃝
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

の
人
権
啓
発
等
の
事
業
推
進

⃝
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

設
計
の
前
に
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
市
の
状
況
と
調
査
費
用

⃝
右
京
小
学
校
跡
地
活
用
に
お
け

る
地
元
の
要
望
と
そ
の
反
映

⃝
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
対
応
状
況

と
条
例
改
正
と
の
関
連

⃝
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
の
市
有
地
売

却
に
お
け
る
地
元
要
望
の
反
映

⃝
小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
の

予
算
提
案
に
至
る
検
討
結
果

⃝
４
つ
の
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
事
業
の
進
め
方

⃝
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
導
入

に
必
要
な
基
礎
調
査
を
行
わ
ず

設
計
業
務
を
発
注
す
る
理
由

⃝
空
調
設
備
設
置
と
併
せ
て
断
熱

改
修
を
実
施
す
る
考
え

⃝
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
配
点

次
第
で
結
果
が
逆
転
す
る
こ
と

の
是
非

⃝
指
導
教
育
業
務
の
従
事
経
験
５

年
以
上
の
職
員
の
有
無

⃝
旧
姓
使
用
に
関
す
る
条
例
改
正

が
５
年
遅
れ
た
理
由

⃝
市
営
住
宅
の
指
定
管
理
に
よ
り

今
後
市
が
行
う
業
務
と
移
行
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

⃝
令
和
８
年
度
末
ま
で
に
全
小
中

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
の
対
応

⃝
指
定
管
理
者
の
選
考
に
お
い
て

経
費
縮
減
が
重
視
さ
れ
る
背
景

⃝
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
増
額

⃝
奥
柳
登
美
ヶ
丘
線
街
路
改
良
工

事
の
増
額
理
由

⃝
一
時
保
護
施
設
に
関
す
る
条
例

の
制
定
理
由
と
独
自
規
定

⃝
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
補
正
額

２
１
０
万
円
の
内
訳
と
根
拠

　
こ
こ
で
は
、
質
疑
の
あ
っ
た

項
目
、
意
見
の
み
記
載
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
録
画
中
継
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

議
案
第

議
案
第
5151
号号

補
正
予
算
等

補
正
予
算
等

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

第
12
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
奈
良
市
議
会
で
は
、
令
和

６
年
11
月
15
日
に
第
12
回
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
26
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
は
、「
地
域
防
災
」、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
テ
ー

マ
に
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
様
々
な
地
域
課
題
に

つ
い
て
市
議
会
議
員
を
交
え

て
意
見
交
換
を
行
い
、
課
題

解
決
へ
の
取
り
組
み
を
検
討

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
と

め
た
内
容
を
各
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
６
名
に
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
12
回
議
会
報
告
会
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
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市
教
育
委
員
会
は
、
鼓
阪
小
学

校
が
児
童
数
１
０
０
人
未
満
の
過

小
規
模
の
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

集
団
活
動
が
で
き
る
人
数
を
確
保

し
、
早
期
に
教
育
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
佐
保
小
学

校
と
の
統
合
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

校
舎
は
現
在
の
佐
保
小
の
校
舎
を

解
体
し
、
新
校
舎
を
建
設
す
る
予

定
で
す
。

　
新
校
舎
の
建
設
費
用
は
当
初
は

約
51
億
円
と
積
算
さ
れ
、
令
和
６

年
３
月
定
例
会
で
議
会
は
こ
の
債

務
負
担
行
為
（
６
年
度
か
ら
９
年

度
の
間
に
支
払
う
限
度
額
）
を
含

め
た
当
初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
８
月
に
行
わ
れ
た
入

札
が
不
調
と
な
っ
た
た
め
、
市
は
、

急
激
な
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
で

予
定
価
格
が
低
す
ぎ
た
こ
と
が
理

由
だ
っ
た
と
し
て
、
事
業
費
の
約

51
億
円
に
約
12
億
円
を
追
加
し
て

総
額
約
63
億
円
と
す
る
補
正
予
算

案
を
９
月
定
例
会
で
提
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
新
校
舎
の
仕

様
は
コ
ス
ト
が
高
く
、
今
後
の
市

の
標
準
に
な
れ
ば
将
来
の
負
担
増

が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、

議
会
は
増
額
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
は
12
月
定
例
会
で
、
空
調
設

備
の
数
や
構
造
に
影
響
の
な
い
飾

り
部
分
な
ど
の
設
計
を
見
直
し
て

コ
ス
ト
を
削
減
し
、
約
９
億
円
の

増
額
と
す
る
補
正
予
算
案
を
提
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
者
ら
か

ら
請
願
も
提
出
さ
れ
、
議
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
（
６
ペ
ー
ジ
参

照
）。

▼
佐
保
小
学
校
新
校
舎
の
建
設

　
約
９
億
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

「
51
億
円
の
枠
組
み
で
建
設
す
べ

き
」「
市
の
提
案
ど
お
り
増
額
し
、

新
校
舎
を
一
刻
も
早
く
建
設
す
べ

き
」な
ど
、
そ
の
手
法
に
つ
い
て
は

意
見
が
分
か
れ
、
中
に
は
「
51
億

円
で
収
ま
る
よ
う
設
計
変
更
を
行

い
建
設
す
べ
き
」
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
、
近
隣

の
他
自
治
体
で
は
、
小
学
校
の
新

校
舎
を
約
40
億
円
で
建
設
す
る
事

例
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
建
設
費
用
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

ま
し
た
が
、
新
校
舎
へ
の
建
て
替

え
に
反
対
す
る
意
見
は
な
く
、
既

に
解
体
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
た

め
、
施
設
の
一
部
が
使
用
で
き
な

い
と
い
う
現
在
の
教
育
環
境
を
改

善
す
る
た
め
に
も
、
早
期
建
設
を

求
め
る
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

▼
鼓
阪
小
学
校
の
統
廃
合

　
２
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
議

論
も
あ
り
、「
統
合
を
容
認
す
る
」

「
統
合
は
保
留
す
べ
き
」「
佐
保
小

の
建
設
と
統
合
の
問
題
は
切
り
離

し
て
検
討
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
統
廃
合
そ
の
も
の
に

対
す
る
慎
重
論
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
建
設
費
用
の
上
限

額
を
市
が
事
業
者
に
伝
え
な
い
ま

ま
設
計
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
、
市
の
事
業
の
進
め
方
を
非
難

す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、
議
会
は
約
９
億

円
の
増
額
部
分
を
削
除
し
た
修
正

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
当
初

予
算
で
成
立
し
て
い
る
約
51
億
円

の
枠
組
み
で
新
校
舎
を
建
設
す
る

こ
と
を
市
に
求
め
ま
し
た
。

　このほか12月定例会では、市立小中学
校の体育館へのエアコン導入に向けた設計
に関する補正予算（１億8600万円）が提
案されました。
　議会では、エアコンの導入には賛成する
ものの、市の計画は電気に依存するエアコ
ンが前提であったため、他自治体で導入さ

れているガスも含めて、まずは最適な手法
の調査が必要という意見があり、調査費用
の2000万円のみを認める内容に修正され
ました。この中で、エアコン導入後のラン
ニングコストや災害など有事の際の運用等、
電気とガスのメリット、デメリットを総合
的に検討することを求めました。

　佐
保
小
学
校
と
鼓
阪
小
学
校
の
統
廃
合

　建
設
費
用
を
問
題
視
、
統
廃
合
慎
重
論
も

小中学校体育館にエアコン導入　事業には賛成も「調査が必要」意
見
募
集

議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

下
記
の
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

主な議論の内容
佐保小新校舎の建設

鼓阪小の統廃合

予算を増額し一刻も早く建設

統合容認

51億円の枠組みで建設

保留すべき

設計の変更を行い建設

新校舎とは切り離して検討
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日
本
維
新
の
会	

山
岡

　稔
季

○
医
療
費
削
減
に
向
け
た
歯
の
健
康
に
つ
い
て
、

歯
周
炎
を
有
す
る
人
の
割
合
が
非
常
に
多
い

が
歯
科
健
診
機
会
を
ど
う
増
や
す
の
か
、ま
た

児
童
生
徒
の
学
校
健
診
後
の
歯
科
受
診
率
の

低
さ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か

無
所
属	

山
出

　哲
史

○
校
舎
や
体
育
館
等
、学
校
施
設
の
大
規
模
改

修
の
実
施
計
画
が
な
い
現
状
で
は
、改
修
の

判
断
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
ら
ず
、教

育
環
境
の
劣
化
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
が
、

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か

無
所
属	

岡
本

　誠
至

○
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
等
17
体
育
施
設
の
公

募
に
つ
い
て
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
根
幹

と
な
る
施
設
の
選
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
短
期
間
で
選
定
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ

が
、本
当
に
適
切
な
選
定
が
行
わ
れ
た
の
か

	

新
世
の
会	

阪
本
美
知
子

○
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
と
民
間
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
・
支
援
に
お
い
て
、

民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
数
や
運
営
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、高
額
な
利
用

費
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

公
明
党	

田
畑
日
佐
恵

○
災
害
時
の
避
難
所
等
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
試
行
に
つ
い
て

○
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
ま
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

○
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

無
所
属	

酒
井
　孝
江

○
学
園
緑
ヶ
丘
発
の
バ
ス
を
利
用
す
る
と
、ラ

ッ
シ
ュ
時
に
学
園
前
駅
で
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
、駅
に
な
か
な
か
到
着
で
き
ず
電
車
を
１

本
逃
し
て
遅
刻
し
て
し
ま
う
た
め
、駅
に
着

く
前
に
急
い
で
い
る
人
を
降
ろ
し
て
ほ
し
い

自
民
党
・
無
所
属
の
会	

横
井
　雄
一

○
万
葉
の
歌
碑
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
新
し
い
文
化
・
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

○
家
屋
へ
の
浸
水
及
び
汚
水
の
逆
流
を
防
ぐ
た

め
の
分
流
式
下
水
道
へ
の
転
換
に
つ
い
て

○
飛
鳥
公
民
館
の
夏
場
の
空
調
に
つ
い
て

日
本
共
産
党	

白
川
健
太
郎

○
県
の
補
助
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、本
市
で
小
規
模
保
育
事

業
者
等
の
保
育
士
へ
の
処
遇
改
善
補
助
を

行
っ
て
い
な
い
の
は
合
理
性
に
欠
け
る
た

め
、実
施
を
求
め
る
が
ど
う
か

日
本
共
産
党	

井
上 

　昌
弘

○
ご
み
出
し
困
難
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

○
市
営
住
宅
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

○
西
之
阪
地
区
改
良
住
宅
団
地
の
建
て
替
え

○
道
路
側
溝
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
次
の
請
願
２
件
を
行
財
政
改

革
及
び
公
共
施
設
等
検
討
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。
12
月
10
日
の
同
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
結
果
、

い
ず
れ
も
継
続
審
査
と
決
定
し
ま
し
た
。

▽
請
願
第
11
号
　
若
草
中
学
校
区
に
お
け
る
学
校
規

模
適
正
化
計
画
に
関
す
る
請
願

小
　
川
　
優
　
子
　
氏

外
２
名

 

▽
請
願
第
12
号
　
佐
保
小
学
校
と
鼓
阪
小
学
校
の
統

合
に
伴
う
新
校
舎
建
設
工
事
の
早
期
実
現
を
求
め

る
請
願
書

平
　
野
　
康
　
隆
　
氏

外
１
名

行
財
政
改
革
及
び
公
共
施
設
等

検
討
特
別
委
員
会

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
各
請
願
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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問
　
令
和
６
年
９
月
定
例
会
に
お

け
る
５
年
度
決
算
が
審
議
の
結
果
、

奈
良
市
議
会
の
長
い
歴
史
に
お
い

て
初
め
て
不
認
定
と
な
っ
た
。

　
様
々
な
事
業
、
案
件
の
不
適
切

な
執
行
状
況
を
踏
ま
え
、
決
算
不

認
定
と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
市

長
と
し
て
の
総
括
、
不
認
定
の
要

因
と
な
っ
た
課
題
に
対
す
る
認
識

と
今
後
の
改
善
点
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
事
業
の
進
め
方
や
予
算
執

行
に
つ
い
て
指
摘
い
た
だ
い
た
こ

と
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　
個
々
の
事
業
と
し
て
は
、
本
庁

舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
事
業
や
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本
計
画

策
定
に
お
い
て
は
、
予
算
化
し
た

事
業
計
画
の
精
度
が
十
分
で
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
不
足
分

の
予
算
の
流
用
や
随
意
契
約
の
運

用
な
ど
、
ま
た
事
前
の
説
明
等
に

つ
い
て
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
関
係
団
体
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
方
向

性
を
踏
ま
え
て
今
後
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

・
大
和
西
大
寺
駅
高
架
化
事
業
に

お
け
る
開
か
ず
の
踏
切
対
策

・
佐
保
・
鼓
阪
小
学
校
統
合
再
編

 

問
　
佐
保
小
学
校
新
校
舎
建
設
事

業
に
関
し
て
、
特
に
こ
の
１
か
月
、

鼓
阪
、
佐
保
地
域
分
け
隔
て
な
く
、

た
く
さ
ん
の
方
の
話
を
聞
い
て
き

た
。
議
会
や
市
に
対
す
る
叱
責
が

多
く
、
校
庭
が
工
事
中
で
子
ど
も

の
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
る
、
５
年

生
で
卒
業
後
に
は
な
る
が
新
校
舎

の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
な

ど
、
早
期
の
建
設
を
求
め
る
声
、

決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
、
声
な

き
声
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
の
声
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
若
草
中
学
校
区
で
新
小

学
校
開
校
準
備
委
員
会
も
発
足
し
、

こ
ち
ら
も
子
ど
も
達
の
た
め
に
着

実
に
統
合
と
建
設
を
進
め
て
ほ
し

い
と
の
声
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
声
は
市
長
に
ど
の
よ
う
に
届

い
て
い
る
の
か
。

市
長
　
10
月
19
日
に
準
備
委
員
会

に
出
席
し
、
11
月
22
日
に
は
佐
保

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
と
お

会
い
し
て
直
接
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
子
ど
も
達
の
た
め
に
統

合
再
編
、
新
校
舎
建
設
を
早
急
に

進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
伺

っ
て
い
る
。

　
通
学
に
関
す
る
問
題
や
地
域
活

性
化
の
問
題
な
ど
、
反
対
さ
れ
て

い
る
方
々
に
心
配
い
た
だ
い
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
し
っ

か
り
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
達
の

た
め
に
こ
の
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後

・
公
民
館
の
今
後
に
つ
い
て

・
針
テ
ラ
ス
の
状
況
に
つ
い
て

・
不
登
校
に
つ
い
て

問
　
政
府
は
令
和
６
年
12
月
２
日

を
も
っ
て
新
た
な
保
険
証
の
発
行

は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
現
行
の

紙
の
保
険
証
が
実
質
的
に
廃
止
さ

れ
た
が
、
市
長
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
「
現
行
の
保
険
証
を
残
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
県
医
師
会
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

一
本
化
へ
の
反
対
が
62
％
に
上
っ

た
。
既
に
医
療
機
関
へ
の
負
担
が

生
じ
、
更
な
る
負
担
増
も
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

医
療
現
場
か
ら
は
紙
の
保
険
証
と

の
併
用
を
求
め
る
声
が
多
数
上
が

っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
依
然
と
し
て
低

迷
し
て
い
る
が
、
こ
の
実
態
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、

市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長
　
現
行
の
紙
の
保
険
証
を
残

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
一
本

化
に
つ
い
て
県
医
師
会
が
会
員
を

対
象
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

が
公
表
さ
れ
、
一
本
化
に
反
対
す

る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

Q.Q.A.A.
そこが知りたい

Q.Q. A.A.

Q.Q.
A.A.

質疑・一般質問

　
12
月
３
日
・
４
日
・
５
日

の
本
会
議
で
は
、
27
人
の
議

員
（
う
ち
代
表
質
問
６
人
）

が
質
疑
・
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
代
表
質
問
は
質
問
と
答
弁

の
要
旨
、個
人
質
問
は
質
問・

意
見
の
概
要
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　（
発
言
順
）

　
質
疑
・
一
般
質
問
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
い

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
録
画
中
継
等
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代代 

表表 

質質 

問問

令
和
５
年
度
決
算
不
認
定
の

市
長
総
括
と
今
後
の
対
応
は

公
明
党九

里
　雄
二

早
期
に
新
校
舎
を
望
む
声

市
長
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か

自
民
党・無
所
属
の
会

岡
田

　浩
徳

保
険
証
廃
止
に
よ
る
影
響

市
長
の
受
け
止
め
は

日
本
共
産
党

　
　山
本

　直
子
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公
明
党	

早
田

　哲
朗

○
大
規
模
災
害
時
の
救
出
救
護
等
の
対
応

○
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
に
つ
い
て

○
高
の
原
駅
前
広
場
の
整
備
に
お
け
る
学
生

の
提
案
へ
の
考
え

○
高
の
原
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
耐
震
補
強

日
本
維
新
の
会	

栁
田

　昌
孝

○
近
鉄
西
ノ
京
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

○
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
導
入
す
る
た

め
の
設
計
予
算
に
つ
い
て

自
民
党
・
無
所
属
の
会	
榎
本

　博
一

○
大
和
中
央
道
完
成
に
向
け
た
次
年
度
予
算

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
重
点
整
備
地
区

を
全
駅
に
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

○
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
支
援

○
佐
保
小
学
校
新
校
舎
建
設
の
遅
れ
に
つ
い
て

新
世
の
会	

鍵
田
美
智
子

○
佐
保
小
学
校
新
校
舎
建
設
工
事
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
、議
会
の
質
疑
が
教
育
現
場

の
関
係
者
に
及
ぼ
す
影
響
及
び
鼓
阪
地
域

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
説
明
責
任
に

つ
い
て

日
本
共
産
党	

桝
井
　隆
志

○
あ
や
め
池
循
環
バ
ス
の
西
大
寺
延
伸

○
健
康
保
険
証
を
存
続
す
る
方
法
に
つ
い
て

○
軽
度
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
助
成

○
大
和
中
央
道
延
伸
後
の
西
大
寺
赤
田
町
周

辺
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

無
所
属	

下
村

　千
恵

○
教
員
の
働
き
方
改
革（
学
校
教
育
の
在
り

方
そ
の
も
の
）の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
体
制
に
つ
い
て

○
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
成
果
、課
題
認
識
に
つ
い
て

日
本
維
新
の
会	

佐
野

　和
則

○
学
校
施
設
を
地
域
の
活
動
拠
点
と
す
る
こ
と

は
校
長
の
責
任
、負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と

か
ら
、恒
久
的
な
拠
点
と
す
る
場
合
の
教
育

委
員
会
と
し
て
の
指
針
が
必
要
で
は
な
い
か

○
旧
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
は

公
明
党	

伊
藤

　
　剛

○
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て

○
ク
ラ
ウ
ド
型
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
課
題

○
個
別
避
難
計
画
の
課
題
に
つ
い
て

新
世
の
会	

樋
口
清
二
郎

○
市
西
部
の
６
つ
の
地
区
社
協
が
中
心
と
な

っ
て
地
域
限
定
の
ア
プ
リ
開
発
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、費
用
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
た
め
、モ
デ
ル
地
域
の
取
り
組
み
と
し

て
、市
と
し
て
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か

自
民
党
・
無
所
属
の
会	

塚
本
　
　勝

○
新
大
宮
駅
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
た
対
策

と
、に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
て
い
る
状
況
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か

○
鴻
ノ
池
運
動
公
園
周
辺
整
備
に
つ
い
て

○
消
防
行
政
に
つ
い
て

日
本
共
産
党	

北
村

　拓
哉

○
鼓
阪
小
学
校
と
佐
保
小
学
校
の
統
廃
合
計
画

に
関
し
て
、児
童
数
の
少
な
い
特
性
を
生
か

し
全
国
で
も
教
育
効
果
を
上
げ
て
い
る
複
式

学
級
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
印
象
づ
け
、不
安
を

あ
お
る
や
り
方
は
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

自
由
民
主
党	

道
端

　孝
治

○
農
業
従
事
者
の
野
焼
き
に
つ
い
て
、あ
ぜ
道

の
草
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
焼
却
行
為
は
法

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
の
に
消
防
署
か
ら

消
火
を
促
さ
れ
る
が
、注
意
喚
起
や
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
消
火
を
促
す
の
か

個

　
　
　人

　
　
　質

　
　
　問

個

　
　
　人

　
　
　質

　
　
　問
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は
承
知
し
て
い
る
。
医
療
現
場
に

お
け
る
制
度
移
行
に
伴
う
過
渡
期

の
混
乱
が
少
し
で
も
早
く
解
消
で

き
る
よ
う
、
市
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

・
補
聴
器
購
入
助
成
予
算
化
と
聴

力
検
査
に
つ
い
て

  

問
　
９
月
議
会
で
は
佐
保
小
学
校

の
校
舎
建
て
替
え
予
算
増
額
補
正

の
議
案
が
否
決
さ
れ
た
。
普
通
は

方
向
転
換
や
設
計
変
更
が
頭
に
浮

か
ぶ
と
思
う
が
、
市
長
は
な
ぜ
そ

う
し
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
新
校
舎
の
デ
ザ
イ
ン
が

ぜ
い
た
く
で
ほ
か
の
学
校
と
の
公

平
性
に
欠
け
る
た
め
、
当
初
予
算

の
範
囲
内
で
建
設
を
進
め
る
よ
う

に
と
い
う
の
が
否
決
の
趣
旨
で
あ

っ
た
は
ず
だ
が
、
12
月
議
会
に
も

補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

市
長
は
議
会
の
議
決
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
議
会
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
抑
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
可
能

な
限
り
費
用
を
削
減
し
、
よ
り
安

価
に
発
注
で
き
る
よ
う
見
直
し
を

行
っ
た
。

　
当
初
予
算
の
範
囲
で
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
が
、
今
の
物
価
高
な

ど
も
考
え
る
と
、
根
本
的
な
設
計

の
や
り
直
し
な
ど
も
必
要
と
考
え

ら
れ
、
時
間
の
経
過
も
含
め
た
コ

ス
ト
増
が
見
込
ま
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
的
に
考

え
、
大
幅
に
追
加
の
時
間
と
コ
ス

ト
を
か
け
ず
に
職
員
レ
ベ
ル
で
コ

ス
ト
を
削
減
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
大
宮
地
区
に
お
け
る
規
制
緩
和

・
奈
良
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス

と
の
連
携
に
よ
る
市
の
活
性
化

 

問
　
政
府
は
、
若
者
の
地
方
定
着

に
有
効
な
施
策
と
し
て
地
方
公
共

団
体
が
行
う
奨
学
金
返
還
支
援
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
令

和
５
年
６
月
１
日
時
点
で
42
都
道

府
県
、
７
１
７
市
区
町
村
が
奨
学

金
返
還
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
経
費
は
特
別
交

付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
た
め
、

本
市
で
も
就
職
等
に
よ
り
地
域
に

定
着
す
る
人
材
の
確
保
及
び
少
子

化
対
策
な
ど
に
も
有
効
な
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
を
創
設
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
　
本
市
に
お
い
て
は
、
特
に

大
学
卒
業
後
の
若
者
の
市
外
転
出

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
学
生
の
地
域
活
動
や

大
学
の
垣
根
を
超
え
た
学
生
同
士

の
交
流
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
学
生
が
本
市
へ
の
関
心
を
高

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　
将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
者
の

市
外
転
出
が
市
内
企
業
の
人
材
確

保
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
就
業
先
や

市
内
居
住
の
期
間
な
ど
一
定
の
要

件
を
付
し
な
が
ら
奨
学
金
返
済
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
他

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、

市
と
し
て
具
体
的
な
制

度
設
計
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
市
内
Ａ
格
付
Ｊ
Ｖ
の
入
札
参
加

・
右
京
小
学
校
跡
地
の
売
却

・
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

・
採
択
さ
れ
た
請
願
の
措
置

  

問
　
奈
良
小
１
女
児
殺
害
事
件
の

発
生
か
ら
20
年
を
迎
え
、
母
校
で

も
い
の
ち
の
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
市
に
お
い
て
、
未
来
永
劫
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
、
そ
し
て
二
度
と

起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
で
あ

る
。
本
件
が
発
端
と
な
り
、
登
下

校
の
見
守
り
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

　
事
件
か
ら
20
年
が
経
ち
、
学
校

の
登
下
校
に
お
け
る
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
守

り
活
動
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を

問
う
。

市
長
　
見
守
り
活
動
は
、
子
ど
も

の
安
全
と
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
行
わ
れ
る
大
変
尊
い
活
動
で
あ

る
。
登
校
し
た
子
ど
も
が
元
気
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
は
決
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
は
な
く
、
子
ど
も

達
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
い
る
方

々
の
活
動
の
お
か
げ
だ
と
考
え
て

お
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

　
一
方
、
人
の
力
だ
け
で
は
守
り

切
れ
な
い
部
分
も
生
じ
て
お
り
、

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
各
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
人
の
手
に
よ
る

見
守
り
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
令
和
５
年
度
決
算
不
認
定

・
本
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
の
中
止

 

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

佐
保
小
校
舎
建
て
替
え
予
算

議
会
の
議
決
の
意
義
は

自
由
民
主
党

八
尾

　俊
宏

若
者
の
地
方
定
着
に
向
け
た

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
創
設
を

日
本
維
新
の
会

　大
西

　淳
文

事
件
か
ら
20
年

通
学
路
の
見
守
り
へ
の
思
い
は

新
世
の
会

内
藤

　智
司
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公
明
党	

早
田

　哲
朗

○
大
規
模
災
害
時
の
救
出
救
護
等
の
対
応

○
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
に
つ
い
て

○
高
の
原
駅
前
広
場
の
整
備
に
お
け
る
学
生

の
提
案
へ
の
考
え

○
高
の
原
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
耐
震
補
強

日
本
維
新
の
会	

栁
田

　昌
孝

○
近
鉄
西
ノ
京
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

○
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
導
入
す
る
た

め
の
設
計
予
算
に
つ
い
て

自
民
党
・
無
所
属
の
会	

榎
本

　博
一

○
大
和
中
央
道
完
成
に
向
け
た
次
年
度
予
算

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
重
点
整
備
地
区

を
全
駅
に
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

○
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
支
援

○
佐
保
小
学
校
新
校
舎
建
設
の
遅
れ
に
つ
い
て

新
世
の
会	

鍵
田
美
智
子

○
佐
保
小
学
校
新
校
舎
建
設
工
事
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
、議
会
の
質
疑
が
教
育
現
場

の
関
係
者
に
及
ぼ
す
影
響
及
び
鼓
阪
地
域

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
説
明
責
任
に

つ
い
て

日
本
共
産
党	

桝
井

　隆
志

○
あ
や
め
池
循
環
バ
ス
の
西
大
寺
延
伸

○
健
康
保
険
証
を
存
続
す
る
方
法
に
つ
い
て

○
軽
度
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
助
成

○
大
和
中
央
道
延
伸
後
の
西
大
寺
赤
田
町
周

辺
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

無
所
属	

下
村
　千
恵

○
教
員
の
働
き
方
改
革（
学
校
教
育
の
在
り

方
そ
の
も
の
）の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
体
制
に
つ
い
て

○
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
成
果
、課
題
認
識
に
つ
い
て

日
本
維
新
の
会	

佐
野
　和
則

○
学
校
施
設
を
地
域
の
活
動
拠
点
と
す
る
こ
と

は
校
長
の
責
任
、負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と

か
ら
、恒
久
的
な
拠
点
と
す
る
場
合
の
教
育

委
員
会
と
し
て
の
指
針
が
必
要
で
は
な
い
か

○
旧
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
は

公
明
党	

伊
藤

　
　剛

○
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て

○
ク
ラ
ウ
ド
型
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
課
題

○
個
別
避
難
計
画
の
課
題
に
つ
い
て

新
世
の
会	

樋
口
清
二
郎

○
市
西
部
の
６
つ
の
地
区
社
協
が
中
心
と
な

っ
て
地
域
限
定
の
ア
プ
リ
開
発
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、費
用
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
た
め
、モ
デ
ル
地
域
の
取
り
組
み
と
し

て
、市
と
し
て
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か

自
民
党
・
無
所
属
の
会	

塚
本

　
　勝

○
新
大
宮
駅
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
た
対
策

と
、に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
て
い
る
状
況
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か

○
鴻
ノ
池
運
動
公
園
周
辺
整
備
に
つ
い
て

○
消
防
行
政
に
つ
い
て

日
本
共
産
党	

北
村
　拓
哉

○
鼓
阪
小
学
校
と
佐
保
小
学
校
の
統
廃
合
計
画

に
関
し
て
、児
童
数
の
少
な
い
特
性
を
生
か

し
全
国
で
も
教
育
効
果
を
上
げ
て
い
る
複
式

学
級
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
印
象
づ
け
、不
安
を

あ
お
る
や
り
方
は
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

自
由
民
主
党	

道
端

　孝
治

○
農
業
従
事
者
の
野
焼
き
に
つ
い
て
、あ
ぜ
道

の
草
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
焼
却
行
為
は
法

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
の
に
消
防
署
か
ら

消
火
を
促
さ
れ
る
が
、注
意
喚
起
や
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
消
火
を
促
す
の
か

個

　
　
　人

　
　
　質

　
　
　問

個

　
　
　人

　
　
　質

　
　
　問
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は
承
知
し
て
い
る
。
医
療
現
場
に

お
け
る
制
度
移
行
に
伴
う
過
渡
期

の
混
乱
が
少
し
で
も
早
く
解
消
で

き
る
よ
う
、
市
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

・
補
聴
器
購
入
助
成
予
算
化
と
聴

力
検
査
に
つ
い
て

  

問
　
９
月
議
会
で
は
佐
保
小
学
校

の
校
舎
建
て
替
え
予
算
増
額
補
正

の
議
案
が
否
決
さ
れ
た
。
普
通
は

方
向
転
換
や
設
計
変
更
が
頭
に
浮

か
ぶ
と
思
う
が
、
市
長
は
な
ぜ
そ

う
し
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
新
校
舎
の
デ
ザ
イ
ン
が

ぜ
い
た
く
で
ほ
か
の
学
校
と
の
公

平
性
に
欠
け
る
た
め
、
当
初
予
算

の
範
囲
内
で
建
設
を
進
め
る
よ
う

に
と
い
う
の
が
否
決
の
趣
旨
で
あ

っ
た
は
ず
だ
が
、
12
月
議
会
に
も

補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

市
長
は
議
会
の
議
決
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
議
会
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
抑
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
可
能

な
限
り
費
用
を
削
減
し
、
よ
り
安

価
に
発
注
で
き
る
よ
う
見
直
し
を

行
っ
た
。

　
当
初
予
算
の
範
囲
で
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
が
、
今
の
物
価
高
な

ど
も
考
え
る
と
、
根
本
的
な
設
計

の
や
り
直
し
な
ど
も
必
要
と
考
え

ら
れ
、
時
間
の
経
過
も
含
め
た
コ

ス
ト
増
が
見
込
ま
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
的
に
考

え
、
大
幅
に
追
加
の
時
間
と
コ
ス

ト
を
か
け
ず
に
職
員
レ
ベ
ル
で
コ

ス
ト
を
削
減
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
大
宮
地
区
に
お
け
る
規
制
緩
和

・
奈
良
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス

と
の
連
携
に
よ
る
市
の
活
性
化

 

問
　
政
府
は
、
若
者
の
地
方
定
着

に
有
効
な
施
策
と
し
て
地
方
公
共

団
体
が
行
う
奨
学
金
返
還
支
援
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
令

和
５
年
６
月
１
日
時
点
で
42
都
道

府
県
、
７
１
７
市
区
町
村
が
奨
学

金
返
還
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
経
費
は
特
別
交

付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
た
め
、

本
市
で
も
就
職
等
に
よ
り
地
域
に

定
着
す
る
人
材
の
確
保
及
び
少
子

化
対
策
な
ど
に
も
有
効
な
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
を
創
設
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
　
本
市
に
お
い
て
は
、
特
に

大
学
卒
業
後
の
若
者
の
市
外
転
出

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
学
生
の
地
域
活
動
や

大
学
の
垣
根
を
超
え
た
学
生
同
士

の
交
流
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
学
生
が
本
市
へ
の
関
心
を
高

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　
将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
者
の

市
外
転
出
が
市
内
企
業
の
人
材
確

保
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
就
業
先
や

市
内
居
住
の
期
間
な
ど
一
定
の
要

件
を
付
し
な
が
ら
奨
学
金
返
済
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
他

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、

市
と
し
て
具
体
的
な
制

度
設
計
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
市
内
Ａ
格
付
Ｊ
Ｖ
の
入
札
参
加

・
右
京
小
学
校
跡
地
の
売
却

・
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

・
採
択
さ
れ
た
請
願
の
措
置

  

問
　
奈
良
小
１
女
児
殺
害
事
件
の

発
生
か
ら
20
年
を
迎
え
、
母
校
で

も
い
の
ち
の
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
市
に
お
い
て
、
未
来
永
劫
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
、
そ
し
て
二
度
と

起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
で
あ

る
。
本
件
が
発
端
と
な
り
、
登
下

校
の
見
守
り
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

　
事
件
か
ら
20
年
が
経
ち
、
学
校

の
登
下
校
に
お
け
る
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
守

り
活
動
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を

問
う
。

市
長
　
見
守
り
活
動
は
、
子
ど
も

の
安
全
と
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
行
わ
れ
る
大
変
尊
い
活
動
で
あ

る
。
登
校
し
た
子
ど
も
が
元
気
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
は
決
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
は
な
く
、
子
ど
も

達
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
い
る
方

々
の
活
動
の
お
か
げ
だ
と
考
え
て

お
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

　
一
方
、
人
の
力
だ
け
で
は
守
り

切
れ
な
い
部
分
も
生
じ
て
お
り
、

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
各
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
人
の
手
に
よ
る

見
守
り
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
令
和
５
年
度
決
算
不
認
定

・
本
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
の
中
止

 

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

佐
保
小
校
舎
建
て
替
え
予
算

議
会
の
議
決
の
意
義
は

自
由
民
主
党

八
尾
　俊
宏

若
者
の
地
方
定
着
に
向
け
た

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
創
設
を

日
本
維
新
の
会

　大
西
　淳
文

事
件
か
ら
20
年

通
学
路
の
見
守
り
へ
の
思
い
は

新
世
の
会

内
藤
　智
司
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日
本
維
新
の
会	

山
岡
　稔
季

○
医
療
費
削
減
に
向
け
た
歯
の
健
康
に
つ
い
て
、

歯
周
炎
を
有
す
る
人
の
割
合
が
非
常
に
多
い

が
歯
科
健
診
機
会
を
ど
う
増
や
す
の
か
、ま
た

児
童
生
徒
の
学
校
健
診
後
の
歯
科
受
診
率
の

低
さ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か

無
所
属	

山
出
　哲
史

○
校
舎
や
体
育
館
等
、学
校
施
設
の
大
規
模
改

修
の
実
施
計
画
が
な
い
現
状
で
は
、改
修
の

判
断
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
ら
ず
、教

育
環
境
の
劣
化
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
が
、

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か

無
所
属	

岡
本
　誠
至

○
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
等
17
体
育
施
設
の
公

募
に
つ
い
て
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
根
幹

と
な
る
施
設
の
選
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
短
期
間
で
選
定
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ

が
、本
当
に
適
切
な
選
定
が
行
わ
れ
た
の
か

	

新
世
の
会	

阪
本
美
知
子

○
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
と
民
間
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
・
支
援
に
お
い
て
、

民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
数
や
運
営
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、高
額
な
利
用

費
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

公
明
党	

田
畑
日
佐
恵

○
災
害
時
の
避
難
所
等
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
試
行
に
つ
い
て

○
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
ま
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

○
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

無
所
属	

酒
井

　孝
江

○
学
園
緑
ヶ
丘
発
の
バ
ス
を
利
用
す
る
と
、ラ

ッ
シ
ュ
時
に
学
園
前
駅
で
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
、駅
に
な
か
な
か
到
着
で
き
ず
電
車
を
１

本
逃
し
て
遅
刻
し
て
し
ま
う
た
め
、駅
に
着

く
前
に
急
い
で
い
る
人
を
降
ろ
し
て
ほ
し
い

自
民
党
・
無
所
属
の
会	

横
井

　雄
一

○
万
葉
の
歌
碑
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
新
し
い
文
化
・
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

○
家
屋
へ
の
浸
水
及
び
汚
水
の
逆
流
を
防
ぐ
た

め
の
分
流
式
下
水
道
へ
の
転
換
に
つ
い
て

○
飛
鳥
公
民
館
の
夏
場
の
空
調
に
つ
い
て

日
本
共
産
党	

白
川
健
太
郎

○
県
の
補
助
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、本
市
で
小
規
模
保
育
事

業
者
等
の
保
育
士
へ
の
処
遇
改
善
補
助
を

行
っ
て
い
な
い
の
は
合
理
性
に
欠
け
る
た

め
、実
施
を
求
め
る
が
ど
う
か

日
本
共
産
党	

井
上 

　昌
弘

○
ご
み
出
し
困
難
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

○
市
営
住
宅
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

○
西
之
阪
地
区
改
良
住
宅
団
地
の
建
て
替
え

○
道
路
側
溝
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
次
の
請
願
２
件
を
行
財
政
改

革
及
び
公
共
施
設
等
検
討
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。
12
月
10
日
の
同
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
結
果
、

い
ず
れ
も
継
続
審
査
と
決
定
し
ま
し
た
。

▽
請
願
第
11
号
　
若
草
中
学
校
区
に
お
け
る
学
校
規

模
適
正
化
計
画
に
関
す
る
請
願

小
　
川
　
優
　
子
　
氏

外
２
名

 

▽
請
願
第
12
号
　
佐
保
小
学
校
と
鼓
阪
小
学
校
の
統

合
に
伴
う
新
校
舎
建
設
工
事
の
早
期
実
現
を
求
め

る
請
願
書

平
　
野
　
康
　
隆
　
氏

外
１
名

行
財
政
改
革
及
び
公
共
施
設
等

検
討
特
別
委
員
会

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
各
請
願
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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問
　
令
和
６
年
９
月
定
例
会
に
お

け
る
５
年
度
決
算
が
審
議
の
結
果
、

奈
良
市
議
会
の
長
い
歴
史
に
お
い

て
初
め
て
不
認
定
と
な
っ
た
。

　
様
々
な
事
業
、
案
件
の
不
適
切

な
執
行
状
況
を
踏
ま
え
、
決
算
不

認
定
と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
市

長
と
し
て
の
総
括
、
不
認
定
の
要

因
と
な
っ
た
課
題
に
対
す
る
認
識

と
今
後
の
改
善
点
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
事
業
の
進
め
方
や
予
算
執

行
に
つ
い
て
指
摘
い
た
だ
い
た
こ

と
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　
個
々
の
事
業
と
し
て
は
、
本
庁

舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
事
業
や
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本
計
画

策
定
に
お
い
て
は
、
予
算
化
し
た

事
業
計
画
の
精
度
が
十
分
で
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
不
足
分

の
予
算
の
流
用
や
随
意
契
約
の
運

用
な
ど
、
ま
た
事
前
の
説
明
等
に

つ
い
て
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
関
係
団
体
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
方
向

性
を
踏
ま
え
て
今
後
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

・
大
和
西
大
寺
駅
高
架
化
事
業
に

お
け
る
開
か
ず
の
踏
切
対
策

・
佐
保
・
鼓
阪
小
学
校
統
合
再
編

 

問
　
佐
保
小
学
校
新
校
舎
建
設
事

業
に
関
し
て
、
特
に
こ
の
１
か
月
、

鼓
阪
、
佐
保
地
域
分
け
隔
て
な
く
、

た
く
さ
ん
の
方
の
話
を
聞
い
て
き

た
。
議
会
や
市
に
対
す
る
叱
責
が

多
く
、
校
庭
が
工
事
中
で
子
ど
も

の
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
る
、
５
年

生
で
卒
業
後
に
は
な
る
が
新
校
舎

の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
な

ど
、
早
期
の
建
設
を
求
め
る
声
、

決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
、
声
な

き
声
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
の
声
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
若
草
中
学
校
区
で
新
小

学
校
開
校
準
備
委
員
会
も
発
足
し
、

こ
ち
ら
も
子
ど
も
達
の
た
め
に
着

実
に
統
合
と
建
設
を
進
め
て
ほ
し

い
と
の
声
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
声
は
市
長
に
ど
の
よ
う
に
届

い
て
い
る
の
か
。

市
長
　
10
月
19
日
に
準
備
委
員
会

に
出
席
し
、
11
月
22
日
に
は
佐
保

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
と
お

会
い
し
て
直
接
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
子
ど
も
達
の
た
め
に
統

合
再
編
、
新
校
舎
建
設
を
早
急
に

進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
伺

っ
て
い
る
。

　
通
学
に
関
す
る
問
題
や
地
域
活

性
化
の
問
題
な
ど
、
反
対
さ
れ
て

い
る
方
々
に
心
配
い
た
だ
い
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
し
っ

か
り
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
達
の

た
め
に
こ
の
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

〈
他
の
質
問
項
目
〉

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後

・
公
民
館
の
今
後
に
つ
い
て

・
針
テ
ラ
ス
の
状
況
に
つ
い
て

・
不
登
校
に
つ
い
て

問
　
政
府
は
令
和
６
年
12
月
２
日

を
も
っ
て
新
た
な
保
険
証
の
発
行

は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
現
行
の

紙
の
保
険
証
が
実
質
的
に
廃
止
さ

れ
た
が
、
市
長
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
「
現
行
の
保
険
証
を
残
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
県
医
師
会
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

一
本
化
へ
の
反
対
が
62
％
に
上
っ

た
。
既
に
医
療
機
関
へ
の
負
担
が

生
じ
、
更
な
る
負
担
増
も
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

医
療
現
場
か
ら
は
紙
の
保
険
証
と

の
併
用
を
求
め
る
声
が
多
数
上
が

っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
依
然
と
し
て
低

迷
し
て
い
る
が
、
こ
の
実
態
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、

市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長
　
現
行
の
紙
の
保
険
証
を
残

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
一
本

化
に
つ
い
て
県
医
師
会
が
会
員
を

対
象
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

が
公
表
さ
れ
、
一
本
化
に
反
対
す

る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

Q.Q.A.A.
そこが知りたい

Q.Q. A.A.

Q.Q.
A.A.

質疑・一般質問

　
12
月
３
日
・
４
日
・
５
日

の
本
会
議
で
は
、
27
人
の
議

員
（
う
ち
代
表
質
問
６
人
）

が
質
疑
・
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
代
表
質
問
は
質
問
と
答
弁

の
要
旨
、個
人
質
問
は
質
問・

意
見
の
概
要
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　（
発
言
順
）

　
質
疑
・
一
般
質
問
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
い

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
録
画
中
継
等
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代代 

表表 

質質 

問問

令
和
５
年
度
決
算
不
認
定
の

市
長
総
括
と
今
後
の
対
応
は

公
明
党九

里
　雄
二

早
期
に
新
校
舎
を
望
む
声

市
長
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か

自
民
党・無
所
属
の
会

岡
田
　浩
徳

保
険
証
廃
止
に
よ
る
影
響

市
長
の
受
け
止
め
は

日
本
共
産
党

　
　山
本
　直
子
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委
員
長
　
　
横
　
井
　
雄
　
一

副
委
員
長
　
　
田
　
畑
　
日
佐
恵

委
　
　
員
　
　
榎
　
本
　
博
　
一

　
　
　
　
　
　
宮
　
池
　
　
　
明

　
　
　
　
　
　
下
　
村
　
千
　
恵

　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
裕
　
司

　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
憲
　
宥

　
　
　
　
　
　
大
　
西
　
淳
　
文

　
　
　
　
　
　
松
　
石
　
聖
　
一

　
　
　
　
　
　
内
　
藤
　
智
　
司

　
　
　
　
　
　
北
　
村
　
拓
　
哉

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
11
人
の
委

員
で
構
成
す
る
補
正
予
算
等
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
補
正
予
算
等
特
別
委
員
会
は
12

月
５
日
に
正
副
委
員
長
の
互
選
と

資
料
要
求
を
行
い
、
11
日
に
６
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
け
る

佐
保
小
学
校
校
舎
建
設
事
業
に
係

る
部
分
に
つ
い
て
行
財
政
改
革
及

び
公
共
施
設
等
検
討
特
別
委
員
会

と
の
連
合
審
査
を
、
12
日
に
そ
の

他
の
議
案
に
つ
い
て
こ
の
委
員
会

で
質
疑
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
46

件
の
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
質
疑
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

ま
た
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
対
す
る
修
正
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
修
正
可
決
す
べ
き
も
の
、

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
原
案
、
修
正
案
共
に
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
も
同

意
し
な
い
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
43
件
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
項
目
、
意
見
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 

○
連
合
審
査
会
（
12
月
11
日
）

※
佐
保
小
校
舎
建
設
事
業
の
部
分

⃝
教
育
委
員
会
が
目
指
す
教
育
は

新
校
舎
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い

の
か

⃝
新
校
舎
の
増
額
予
算
の
財
源
と

９
月
か
ら
の
削
減
部
分

⃝
他
自
治
体
で
の
入
札
不
調
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

⃝
補
正
予
算
案
が
否
決
さ
れ
た
場

合
の
早
期
開
校
に
向
け
た
計
画

⃝
地
元
と
の
合
意
形
成
や
市
の
方

針
へ
の
理
解
の
広
が
り
の
感
触

⃝
仕
様
を
変
更
し
た
場
合
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
工
程

⃝
校
舎
整
備
方
針
は
全
体
計
画
を

明
ら
か
に
し
、
現
場
と
の
意
見

調
整
や
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
て
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

⃝
児
童
の
学
校
活
動
に
影
響
が
生

じ
て
い
る
現
状
の
改
善
の
た
め

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
す
べ
き

⃝
新
校
舎
の
設
計
に
関
す
る
地
域

住
民
と
の
意
見
交
換

⃝
電
気
設
備
等
へ
の
浸
水
対
策

⃝
代
表
質
問
に
お
け
る
教
育
大
綱

に
関
す
る
市
長
答
弁
の
整
合
性

⃝
市
内
に
営
業
所
が
な
い
事
業
所

が
建
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
際

の
法
人
税
や
事
業
所
税

⃝
設
計
事
業
者
に
建
設
費
の
上
限

額
を
伝
え
て
い
た
の
か

⃝
建
設
工
事
で
入
札
不
調
と
な
っ

た
場
合
の
通
常
の
対
応

⃝
な
ぜ
新
校
舎
の
機
能
や
内
容
を

教
育
委
員
会
の
会
議
で
協
議
し

て
い
な
い
の
か

⃝
予
算
審
議
の
際
に
新
校
舎
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
学
び
の
方
向
性
を

議
員
に
説
明
す
る
必
要
性

⃝
新
校
舎
建
設
と
鼓
阪
小
と
の
統

合
を
切
り
離
し
た
場
合
の
補
助

金
や
起
債
、
交
付
税
の
活
用

⃝
設
計
の
見
直
し
に
対
す
る
教
育

委
員
会
の
考
え

⃝
開
校
準
備
委
員
会
に
鼓
阪
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
参
加
し
て
い
な
い
状
況

か
ら
の
今
後
の
対
応

○
補
正
予
算
等
特
別
委
員
会

（
12
月
12
日
）

⃝
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

の
人
権
啓
発
等
の
事
業
推
進

⃝
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

設
計
の
前
に
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
市
の
状
況
と
調
査
費
用

⃝
右
京
小
学
校
跡
地
活
用
に
お
け

る
地
元
の
要
望
と
そ
の
反
映

⃝
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
対
応
状
況

と
条
例
改
正
と
の
関
連

⃝
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
の
市
有
地
売

却
に
お
け
る
地
元
要
望
の
反
映

⃝
小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
の

予
算
提
案
に
至
る
検
討
結
果

⃝
４
つ
の
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
事
業
の
進
め
方

⃝
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
導
入

に
必
要
な
基
礎
調
査
を
行
わ
ず

設
計
業
務
を
発
注
す
る
理
由

⃝
空
調
設
備
設
置
と
併
せ
て
断
熱

改
修
を
実
施
す
る
考
え

⃝
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
配
点

次
第
で
結
果
が
逆
転
す
る
こ
と

の
是
非

⃝
指
導
教
育
業
務
の
従
事
経
験
５

年
以
上
の
職
員
の
有
無

⃝
旧
姓
使
用
に
関
す
る
条
例
改
正

が
５
年
遅
れ
た
理
由

⃝
市
営
住
宅
の
指
定
管
理
に
よ
り

今
後
市
が
行
う
業
務
と
移
行
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

⃝
令
和
８
年
度
末
ま
で
に
全
小
中

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
の
対
応

⃝
指
定
管
理
者
の
選
考
に
お
い
て

経
費
縮
減
が
重
視
さ
れ
る
背
景

⃝
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
増
額

⃝
奥
柳
登
美
ヶ
丘
線
街
路
改
良
工

事
の
増
額
理
由

⃝
一
時
保
護
施
設
に
関
す
る
条
例

の
制
定
理
由
と
独
自
規
定

⃝
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
補
正
額

２
１
０
万
円
の
内
訳
と
根
拠

　
こ
こ
で
は
、
質
疑
の
あ
っ
た

項
目
、
意
見
の
み
記
載
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
録
画
中
継
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

議
案
第

議
案
第
5151
号号

補
正
予
算
等

補
正
予
算
等

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

第
12
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
奈
良
市
議
会
で
は
、
令
和

６
年
11
月
15
日
に
第
12
回
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
26
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
は
、「
地
域
防
災
」、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
テ
ー

マ
に
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
様
々
な
地
域
課
題
に

つ
い
て
市
議
会
議
員
を
交
え

て
意
見
交
換
を
行
い
、
課
題

解
決
へ
の
取
り
組
み
を
検
討

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
と

め
た
内
容
を
各
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
６
名
に
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
12
回
議
会
報
告
会
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

奈　良　市　議　会　だ　よ　り第 161 号 令和7年2月1日 （2）

　
市
教
育
委
員
会
は
、
鼓
阪
小
学

校
が
児
童
数
１
０
０
人
未
満
の
過

小
規
模
の
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

集
団
活
動
が
で
き
る
人
数
を
確
保

し
、
早
期
に
教
育
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
佐
保
小
学

校
と
の
統
合
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

校
舎
は
現
在
の
佐
保
小
の
校
舎
を

解
体
し
、
新
校
舎
を
建
設
す
る
予

定
で
す
。

　
新
校
舎
の
建
設
費
用
は
当
初
は

約
51
億
円
と
積
算
さ
れ
、
令
和
６

年
３
月
定
例
会
で
議
会
は
こ
の
債

務
負
担
行
為
（
６
年
度
か
ら
９
年

度
の
間
に
支
払
う
限
度
額
）
を
含

め
た
当
初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
８
月
に
行
わ
れ
た
入

札
が
不
調
と
な
っ
た
た
め
、
市
は
、

急
激
な
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
で

予
定
価
格
が
低
す
ぎ
た
こ
と
が
理

由
だ
っ
た
と
し
て
、
事
業
費
の
約

51
億
円
に
約
12
億
円
を
追
加
し
て

総
額
約
63
億
円
と
す
る
補
正
予
算

案
を
９
月
定
例
会
で
提
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
新
校
舎
の
仕

様
は
コ
ス
ト
が
高
く
、
今
後
の
市

の
標
準
に
な
れ
ば
将
来
の
負
担
増

が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、

議
会
は
増
額
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
は
12
月
定
例
会
で
、
空
調
設

備
の
数
や
構
造
に
影
響
の
な
い
飾

り
部
分
な
ど
の
設
計
を
見
直
し
て

コ
ス
ト
を
削
減
し
、
約
９
億
円
の

増
額
と
す
る
補
正
予
算
案
を
提
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
者
ら
か

ら
請
願
も
提
出
さ
れ
、
議
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
（
６
ペ
ー
ジ
参

照
）。

▼
佐
保
小
学
校
新
校
舎
の
建
設

　
約
９
億
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

「
51
億
円
の
枠
組
み
で
建
設
す
べ

き
」「
市
の
提
案
ど
お
り
増
額
し
、

新
校
舎
を
一
刻
も
早
く
建
設
す
べ

き
」な
ど
、
そ
の
手
法
に
つ
い
て
は

意
見
が
分
か
れ
、
中
に
は
「
51
億

円
で
収
ま
る
よ
う
設
計
変
更
を
行

い
建
設
す
べ
き
」
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
、
近
隣

の
他
自
治
体
で
は
、
小
学
校
の
新

校
舎
を
約
40
億
円
で
建
設
す
る
事

例
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
建
設
費
用
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

ま
し
た
が
、
新
校
舎
へ
の
建
て
替

え
に
反
対
す
る
意
見
は
な
く
、
既

に
解
体
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
た

め
、
施
設
の
一
部
が
使
用
で
き
な

い
と
い
う
現
在
の
教
育
環
境
を
改

善
す
る
た
め
に
も
、
早
期
建
設
を

求
め
る
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

▼
鼓
阪
小
学
校
の
統
廃
合

　
２
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
議

論
も
あ
り
、「
統
合
を
容
認
す
る
」

「
統
合
は
保
留
す
べ
き
」「
佐
保
小

の
建
設
と
統
合
の
問
題
は
切
り
離

し
て
検
討
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
統
廃
合
そ
の
も
の
に

対
す
る
慎
重
論
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
建
設
費
用
の
上
限

額
を
市
が
事
業
者
に
伝
え
な
い
ま

ま
設
計
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
、
市
の
事
業
の
進
め
方
を
非
難

す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、
議
会
は
約
９
億

円
の
増
額
部
分
を
削
除
し
た
修
正

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
当
初

予
算
で
成
立
し
て
い
る
約
51
億
円

の
枠
組
み
で
新
校
舎
を
建
設
す
る

こ
と
を
市
に
求
め
ま
し
た
。

　このほか12月定例会では、市立小中学
校の体育館へのエアコン導入に向けた設計
に関する補正予算（１億8600万円）が提
案されました。
　議会では、エアコンの導入には賛成する
ものの、市の計画は電気に依存するエアコ
ンが前提であったため、他自治体で導入さ

れているガスも含めて、まずは最適な手法
の調査が必要という意見があり、調査費用
の2000万円のみを認める内容に修正され
ました。この中で、エアコン導入後のラン
ニングコストや災害など有事の際の運用等、
電気とガスのメリット、デメリットを総合
的に検討することを求めました。

　佐
保
小
学
校
と
鼓
阪
小
学
校
の
統
廃
合

　建
設
費
用
を
問
題
視
、
統
廃
合
慎
重
論
も

小中学校体育館にエアコン導入　事業には賛成も「調査が必要」意
見
募
集

議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

下
記
の
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

主な議論の内容
佐保小新校舎の建設

鼓阪小の統廃合

予算を増額し一刻も早く建設

統合容認

51億円の枠組みで建設

保留すべき

設計の変更を行い建設

新校舎とは切り離して検討



印刷：株式会社　明新社植物油インキで印刷しています。　

議案等の議決結果とその賛否（12月定例会） ○ : 賛成　× : 反対

件　　　名

議
　
決
　
結
　
果

会派名（一部略称） 無所属
公
　
明
　
党

日
本
共
産
党

自
民
党
・

無
所
属
の
会

自
由
民
主
党

新
世
の
会

日
本
維
新
の
会

山
出
　
哲
史

岡
本
　
誠
至

下
村
　
千
恵

松
石
　
聖
一

酒
井
　
孝
江

中
西
𠮷𠮷
𠮷
𠮷

　◆ 議　　案
予
　算

令和６年度一般会計補正予算（第７号）（修正部分を除く原案） 可決 全会一致
　　〃　　一般会計補正予算（第７号）（森田一成議員外３名提出の修正部分） 可決 ○ ○ × ○ ※２ ○ ○ ○ × × × ○
　　〃　　一般会計補正予算（第７号）（北村拓哉議員外５名提出の修正部分） 否決 × ○ × × × × × × × × × ×

条
　例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権·コミュニティセンター条例の制定（修正部分を除く原案）※１ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
人権·コミュニティセンター条例の制定（委員会による修正部分）※１ 可決 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
一時保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 可決 全会一致
印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 可決 全会一致
土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の廃止 可決 全会一致
地域ふれあい会館条例の一部改正 可決 全会一致
道路占用料に関する条例及び法定外公共物の管理に関する条例の一部改正 可決 全会一致
水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
格基準に関する条例の一部改正 可決 全会一致

そ
の
他

財産の処分（旧右京小学校土地） 同意 ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
委託契約の締結（京都線高の原駅付近高の原橋補修工事委託） 同意 全会一致
工事請負契約の一部変更（奥柳登美ヶ丘線街路改良工事） 同意 全会一致
訴えの提起 可決 全会一致
公の施設の指定管理者の指定（杉岡華邨書道美術館　外29件） 可決 全会一致
公の施設の指定管理者の指定（市営住宅及び共同施設、改良住宅等及び地区施
設、コミュニティ住宅及び共同施設） 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町
村総合事務組合規約の変更 可決 全会一致

財産の取得（ペットボトル圧縮機） 同意 全会一致
　◆ 議会選挙
奥山組合議会議員の選挙 当選 大西雅春氏・福井宏彰氏・吉井 次氏・中尾雅文氏・宮久保豊光氏

井岡　勝氏・松井一郎氏・北　昭文氏・山下基司氏・戸毛良尚氏が当選
　◆動　　議
自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書 可決 全会一致
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の潜在的な患者に対する適切な対応を求める意見書 可決 全会一致
日常生活用具給付等事業であるストーマ装具給付事業の改善に係る意見書 可決 全会一致
注：議長は採決に加わりません。　※１　修正前の件名は「コミュニティセンター条例の制定」　　※２　賛成３　反対１

（会派所属議員名）令和６年12月16日現在　　　
会　派　名 議員数 所　属　議　員　名

公 明 党 奈 良 市 議 会 議 員 団 ６ 宮池　　明 早田　哲朗 田畑日佐恵 九里　雄二 伊藤　　剛 森岡　弘之
日本共産党奈良市会議員団 ６ 山口　裕司 桝井　隆志 白川健太郎 山本　直子 井上　昌弘 北村　拓哉
自 民 党 ・ 無 所 属 の 会 ６ 横井　雄一 塚本　　勝 榎本　博一 岡田　浩徳 土田　敏朗 北　　良晃
自 由 民 主 党 ５ 森田　一成 道端　孝治 太田　晃司 八尾　俊宏 山本　憲宥
新 世 の 会 ４ 内藤　智司 樋口清二郎 鍵田美智子 阪本美知子
日 本 維 新 の 会 奈 良 市 議 団 ４ 大西　淳文 山岡　稔季 佐野　和則 栁田　昌孝

令和7年2月1日発行
No.161

〒630-8580　奈良市二条大路南一丁目一番一号　奈良市議会事務局　☎（0742）34-4734
■発行／奈良市議会　■編集／奈良市議会広報広聴委員会12月定例会

議案や質問内容等、市議会ホームページで更に詳しくご覧いただけます。次回の議会だより第162号は令和７年５月１日発行予定です。

（表紙写真：解体工事が始まり、施設の一部が使用できなくなっている佐保小学校）

奈良市議会　議会だより

費用は当初予算の51億円の枠組みで費用は当初予算の51億円の枠組みで
佐保小学校の新校舎早期建設を！

　市は佐保小と鼓阪小を再編して統合するための新
校舎建設事業費（約51億円）について、９月定例会
に引き続き事業費の増額を求める補正予算案を、市
議会の12月定例会で再び提出しました。
　これを受けて議会は、当初予算で成立している約
51億円の枠組みで、早期に新校舎を建設するよう求
めました。
　市は佐保小の建設コストを見直し、令和９年４月
の開校に間に合うよう、校舎建設を急ぐ考えです。

佐保小建設に関する経緯
市の対応 議会の議決

3月 51億円

入札不調

51億円

51億円 9億円

12億円

8月

9月

12月

可決

否決

否決

議場の設備が新しくなりました
　ＤＸの推進の一環として、12月定例会より議場のシステムを更新しました。
●電子採決で結果を分かりやすく表示
　採決の際、各議員が押しボタンにより賛否を示すシステムを導入し、議場内のモニターやスクリーン、
議会中継映像に結果が表示されるようになりました。
●議場にモニター、スクリーンを設置
　配信映像、議員が使用する資料、また採決結果等を表
示できるモニターやスクリーンを議場に設置しました。
●字幕やテロップの表示
　会議での発言がリアルタイムで字幕表示されるモニ
ターを傍聴席に設置すると共に、議会中継映像にも字幕
と発言者名や役職のテロップが表示されるようになりま
した。 議場に設置されたスクリーン　左上：議員席の押しボタン

令和7年2月1日発行
No.161

〒630-8580　奈良市二条大路南一丁目一番一号　奈良市議会事務局　☎（0742）34-4734
■発行／奈良市議会　■編集／奈良市議会広報広聴委員会12月定例会

議案や質問内容等、市議会ホームページで更に詳しくご覧いただけます。次回の議会だより第162号は令和７年５月１日発行予定です。

（表紙写真：解体工事が始まり、施設の一部が使用できなくなっている佐保小学校）

奈良市議会　議会だより

費用は当初予算の51億円の枠組みで費用は当初予算の51億円の枠組みで
佐保小学校の新校舎早期建設を！

　市は佐保小と鼓阪小を再編して統合するための新
校舎建設事業費（約51億円）について、９月定例会
に引き続き事業費の増額を求める補正予算案を、市
議会の12月定例会で再び提出しました。
　これを受けて議会は、当初予算で成立している約
51億円の枠組みで、早期に新校舎を建設するよう求
めました。
　市は佐保小の建設コストを見直し、令和９年４月
の開校に間に合うよう、校舎建設を急ぐ考えです。

佐保小建設に関する経緯
市の対応 議会の議決

3月 51億円

入札不調

51億円

51億円 9億円

12億円

8月

9月

12月

可決

否決

否決


